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これまでのデータ提供に関して

R5 ~ R6 にわたってデータ提供を開始し皆様の多大な尽力のおかげで以下を実現

- 各装置データから出力される装置データの網羅的な収集

- データ収集の効率化 (IoTデバイス) とリモート化 (Nextcloud)

- 結果、東大ARIMでは以下のデータが集まった
- R5: 合計270GB, 4万ファイル

- R6: 合計300GB, 12万ファイル



R7年度からのお願いと申請時変更点のまとめ

1. NIMS DICEアカウントの取得・メールアドレス登録
○ データ提供あり課題に関してグループ責任者 + 利用者 2名が必須

2. 試料に関する詳細情報の提供
○ 課題申請時に試料の詳細情報の提出 (データ提供あり課題)。
○ NIMS RDEに登録され、将来公開されます。

○ ARIM-mdxでの利用を予定しています。*別途約款を準備中です

3. 利用日ごとの個別データ提供の廃止。1課題に対して通年でのデータ提供
○ 同じテーマでデータ提供あり or なし を選びたい場合は別課題として登録



R7年度からのお願いと申請時変更点のまとめ

1. NIMS DICEアカウントの取得・メールアドレス登録
○ データ提供あり課題に関してグループ責任者 + 利用者 2名が必須

2. 試料に関する詳細情報の提供
○ 課題申請時に試料の詳細情報の提出 (データ提供あり課題)。
○ NIMS RDEに登録され、将来公開されます。

○ ARIM-mdxでの利用を予定しています。*別途約款を準備中です

3. 利用日ごとの個別データ提供の廃止。1課題に対して通年でのデータ提供
○ 同じテーマでデータ提供あり or なし を選びたい場合は別課題として登録



R7年度からのお願いと申請時変更点のまとめ

1. NIMS DICEアカウントの取得・メールアドレス登録
○ データ提供あり課題に関してグループ責任者 + 利用者 2名が必須

2. 試料に関する詳細情報の提供
○ 課題申請時に試料の詳細情報の提出 (データ提供あり課題)。
○ NIMS RDEに登録され、将来公開されます。

○ ARIM-mdxでの利用を予定しています。*別途約款を準備中です

3. 利用日ごとの個別データ提供の廃止。1課題に対して通年でのデータ提供
○ 同じテーマでデータ提供あり or なし を選びたい場合は別課題として登録



東大ARIMでのデータ提供フロー概要

利用者

ARIM-mdx Data System

25UTxxxx (提供あり課題)

JEM−2100F (装置)

NeoARM (装置)

個別利用フォルダ

NIMS RDE System

25UTyyyy (提供なし課題)

構造化 + カタログ化

Sample(試料情報)
2-3年のエンバーゴ後
NIMSより一般公開

※エンバーゴ期間は原則2年。1年または3年
とする場合は申請書が必要です。

ARIM-mdx RxT-01
(データ転送IoT)

ARIM-mdx 
Sample Submission
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NIMS DICEアカウントの取得・メールアドレス登録

目的: 

○ 提供いただいたデータは今年度整備されたNIMS RDEサービスに登録

○ NIMS RDEへの登録には 各ユーザーごとのNIMS DICE アカウントが必要

取得方法:

1. グループ責任者 + 利用者 2名 のDICEアカウントの取得
○ 登録方法は My Page > “DICE登録案内” https://lcnet.t.u-tokyo.ac.jp/mypage/dice/ を参照

登録方法:

1. https://lcnet.t.u-tokyo.ac.jp/ の My Page にて取得内容を登録
○ グループ責任者: My Page > “新規課題申請” ページ

○ 利用者: My Page > “ご登録情報の確認・変更” ページ

https://lcnet.t.u-tokyo.ac.jp/mypage/dice/
https://lcnet.t.u-tokyo.ac.jp/


DICEアカウント取得方法

https://lcnet.t.u-tokyo.ac.jp/ より

> My Page  / マイページ

> “DICE登録案内”

を参考に取得。

DICEアカウント (メールアドレス)
を利用

https://lcnet.t.u-tokyo.ac.jp/


グループ責任者のDICE メールアドレス登録

新規課題申請時に設定

https://lcnet.t.u-tokyo.ac.jp/ より

> My Page  / マイページ

> “新規課題申請”

https://lcnet.t.u-tokyo.ac.jp/


利用者のDICE メールアドレス登録

https://lcnet.t.u-tokyo.ac.jp/ より

> My Page  / マイページ

> “ご利用情報の確認変更”

https://lcnet.t.u-tokyo.ac.jp/


利用者のDICE メールアドレス登録

https://lcnet.t.u-tokyo.ac.jp/ より

> My Page  / マイページ

> “ご利用情報の確認変更”

> DICE 登録の有無 > 有

> メールアドレスを入力

https://lcnet.t.u-tokyo.ac.jp/
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試料情報の提供方法

目的

- R5-6年度、装置データの効率収集を達成
- 試料データの詳細化と高品質化が課題

- 試料条件からの検索能力向上 (Findable)
- 再現性の最大化 (Re-usable)

ARIM-mdx Sample Submissionからの提供

- コピーアンドペーストによる自由記述
- 入力形式を問わず

- AIによる自動評価システムの導入
- 試料情報の不足をAIが評価・提案

- データ提供あり課題は
課題申請時 (装置利用開始前) に提出

- My Pageに組み込みを予定



ARIM-mdx Sample Submission System

- デモ
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1課題に対して通年でのデータ提供

経緯:

- R5-6年度のデータ提供状況において、通年でのデータ提供が主であった

- 利用日による “あり” / “なし” の切り替えはごく少数

1課題に対し通年でのデータ提供に変更

- これまで

- 課題 24UT1234 + TEM + 2024/4/1の利用 => 提供あり

- 課題 24UT1234 + SEM + 2024/5/1の利用 => 提供なし

- R7年度より

- 課題 25UT1234 => 通年で提供あり

- 同じテーマでデータ提供あり or なし を選びたい場合は別課題として登録



R7年度からのお願いと変更点のまとめ

1. NIMS DICEアカウントの取得・メールアドレス登録
○ データ提供あり課題に関してグループ責任者 + 利用者 = 2名 (同一の場合は1名)が必須

2. 試料に関する詳細情報の提供
○ 課題申請時に試料の詳細情報の提出 (データ提供あり課題)。
○ NIMS RDEにて利用されます。

○ ARIM-mdxでの利用を予定しています。*別途約款を準備中です
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おわり



ARIM-mdx Data System

質問に関して【2025/04/07 更新】
ご質問内容

- 提供したデータの著作権はどうなるか？
- エンバーゴの前に論文などから内容に関する情報が公開されても大丈夫か？
- 出版社が研究データの著作権を持つ場合どうすればよいか？
- オープンアクセスとの兼ね合い
- 提供したデータを論文から引用することはできるか？

回答
- 提供いただいた原本データ (登録データ) に関しての権利 (著作権等) はユーザー様ご自身にあります。

- 公開、権利移動、オープンアクセス化などが可能です。
- 一方で、原本データを元にRDEシステムで処理され生成される2次データ (構造化データ) の権利は東京大学にあります。

- 公開、権利移動、オープンアクセス化は原則禁止です。
- 上記の2種類のデータ(データ原本と構造化データ) に関してそれぞれ引用していただくことが可能です。
- 詳細は以下をご参照ください

- https://lcnet.t.u-tokyo.ac.jp/terms_arim/ 内の “第1条 (11) 登録データの定義 (12) 構造化データの定義” および “第9条 （データの著作権その他の権利）”

NIMS RDE

原本データ
(登録データ）

構造化処理 構造化
データ

原本データ
(登録データ）

Upload
公開

原本データはユーザーが権利をもつ 構造化データは各機関が権利をもつ

ユーザーがエンバーゴ前に公開: OK
ユーザーが出版社に権利を移動: OK

ユーザーが独自にオープンアクセス化: OK

ユーザーがエンバーゴ前に公開: 要申請
ユーザーが出版社に権利を移動: NG

ユーザーが独自にオープンアクセス化: NG

https://lcnet.t.u-tokyo.ac.jp/terms_arim/
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